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特集を組むにあたって
　　飯尾　秀幸
　専修大学社会知性開発研究センターに設置された古代東ユーラシア研究センターの研究プロ
ジェクトは、2014 年度に文部科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」として採択され、
5年間の研究をスタートさせた。今年度はその 3年目である。
　2014 年度では、本センターが地域概念として何故、東ユーラシア（あるいは東部ユーラシア）
を設定したのかについての議論を深めた。それは、これまでもここで紹介したように、本セン
ターの前身である、東アジア世界史研究センター（前プロジェクト）の研究成果を受けてのこと
であった。前プロジェクト（2007 ～ 2011 年度）では、東アジア世界論は、東アジアにおける「周
辺」・「辺縁」地域である朝鮮半島・日本列島にあった諸権力が、それぞれの事情に基づいて、主
体的に「中心」である中国の文化を移入し各々新たに歴史を展開していったという点において一
つの有効性があるのではないか、という結論に到った。
　しかし、新たに、中国の歴史的展開の叙述においては、この東アジア世界史論でそれが可能な
のか、中国の歴史的展開に大きな位置を占めている内陸アジア、ないしは西北アジアとよばれて
いる地域との関係は東アジア地域以上に重視しなければならないのではないか、東アジア世界の
歴史的展開を叙述するための地域として東ユーラシアを設定することで可能となるのではない
か、といった論点が課題として登場することになった。またこの課題にアプローチするための一
つの方法として、前プロジェクトで培った、地域内を移動する人びと（本センターでは「人流」）
という観点が有効であるとの指針をもった。そこでこうした研究課題と指針とをもってプロジェ
クトをスタートさせることとした。第 1回のシンポジウムは、「古代東ユーラシア地域と朝鮮・
日本」と題して、人びとの移動実態ならびに朝鮮半島から日本列島への渡来状況という視点で、
この課題に対する具体化の作業に着手した（詳細は、2015 年 3 月発行の本誌『年報』第 1号参照）。
　2015 年度（2年目）もこの観点の具体化を推進した。第 1回（通算 2回目）のシンポジウム「古
代東ユーラシアにおける『人流』」では、ソグド人の唐への流入状況と、馬具に関する考古学的
分析から、内陸アジアから中国・朝鮮半島・日本列島への人・文化の移動を通して、「人流」の
実態を追究した。
　また、東ユーラシアという地域概念を導入しての歴史叙述という課題においては、この地域内
に存在する諸権力を、「中心」と「周縁」という関係でもって捉える方法が有効なのではないか
との見解が、本センター内の検討会から見出された。そこでは、この「中心」と「周縁」といっ
た関係は、各地域に、それは各王朝内においても、複数の権力が主体的に存在し、その権力構造
は重層性をもち、その構造は絶えず相対的であり可変するものとの大枠が定義された。東ユーラ
シア内に「中心」と「周縁」構造はどのように存在するのか、その主体性・重層性・相対性といっ
た三つの関係は諸地域でどう展開されるのか、それをどう叙述するのか。その具体化として開催
されたのが、第 2回（通算 3回目）のシンポジウム「古代東ユーラシアにおける『中心』と『周
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縁』」であった。そこでは、この方法による試みとして、中国の北魏時代における中心と周縁、
日本列島における南北地域の関係という観点から論じられた。（詳細は、2016 年 3 月発行の本誌
『年報』第 2号を参照）。
　2016 年度（3年目）の今年度は、「人流」、さらに「中心」と「周縁」といった視点をさらに具
体化する方向でシンポジウムを企画した。7月 16 日（土）に開催された第 1回（通算 4回目）
のシンポジウム「古代東ユーラシアにおける『人流』と地域社会」では、近年注目されている唐
代の新出墓誌を主たる史料として、この課題を追究した。近年、中国西安では、唐代の大量の墓
誌発見があった。現在その墓誌は西市博物館に収蔵されている。今回は、この墓誌の発見、整理、
研究を直接指揮し、従事してこられた第一人者を中国からお招きすることができた。まず胡戟氏
に、この墓誌群の史料的位置づけとその歴史的意義に関しての研究成果を紹介していただいた。
また拝根興氏に、この墓誌にみえる朝鮮半島（高句麗・新羅・百済）出身者の移動・生活の実態
を分析していただいた。さらに栄新江氏には、この墓誌から明らかになったソクド人の活動を、
彼らの長安における居住街区から検討していただいた。こうして中国と周辺諸族（「中心」と「周
縁」）との関係について議論を深めることができた。この墓誌群には日本列島の人びとのものは
なかったため、同シンポジウムでは、河内春人氏に日本列島から朝鮮半島への「人流」の実態を
論じていただいた。
　また、11 月 19 日（土）開催の第 2回（通算 5回目）シンポジウム「東ユーラシアにおける移
動と定着」では、日本列島における渡来系の人びとが如何に移動し定着したのかを、古代から中
世にかけて歴史的に追うこととした。武廣亮平氏には「エミシ」の移配を通して、古代国家と「エ
ミシ」間における支配・被支配関係から、「中心」と「周縁」との関係が議論された。田上勇一
郎氏には、博多における考古学発掘から、古代から近世初期にいたるまでの国際貿易都市として
の博多の構造とその変遷、ならびに外国人居留地などを明らかにしていただいた。さらに柳原敏
昭氏には、中世における日本列島の西の周縁部に位置する、現在の鹿児島県南西部の万之瀬川下
流域での国内・海外との交流の実態、及び「唐坊」などの表記から外国人居住地の地理的位置づ
けなどに迫っていただいた。
　本年度 2回（通算 4・5 回目）のシンポジウムについては、その詳細は本誌に掲載された各報
告者の論文を参照されたい。
　また昨年度末に行った岡山県・兵庫県渡来系関連資料調査に関連して、その調査時に播磨地域
の権力構造、および大和と播磨、「中心」「周辺」などに関してご報告いただいた坂江渉氏にも、
本号にご寄稿いただいた。
　東ユーラシアという地域概念を導入しての歴史叙述という本プロジェクトの研究は、まだ途上
とはいえ、さまざまな視点から成果を挙げてきたと自負している。今後この視点をさらに進展さ
せていくつもりである。忌憚のないご批判、ご意見をお寄せいただければ幸甚である。
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